
２．保護者への調査



朝食を「一人で食べる」高校生は約３割

　小学生、中学生、高校生となるにつれて、朝食、夕食とも「一人

で食べる」が増加し、高校生の朝食では２９．０％となっている。

　朝食は小学生で３．４％、、中学生で２．１％、高校生で７．２

％の子どもが「食べない」と答えている。

Q： お子さんは平日の朝食を主にだれと摂っていますか。（1つ選択）

Q： お子さんは平日の夕食を主にだれと摂っていますか。（１つ選択）

※小数点以下第2位を四捨五入したため、合計が100と一致しない場合がある。

子どもは誰と食事をしていますか？

中学生

未回答
0.6%

家族の
誰かと
58.9%

一人で
食べる
19.4%

家族の
皆で
19.0%

食べな
い
2.1%

小学生

未回答
0.6%

家族の
誰かと
59.8%

一人で
食べる
7.9%

家族の
皆で
28.4%

食べな
い
3.4%

高校生

食べな
い
7.2% 家族の

皆で
13.4%

一人で
食べる
29.0%

家族の
誰かと
49.2%

未回答
1.2%

中学生
食べな
い
0%

家族の
皆で
37.1%

一人で
食べる
2.3%

家族の
誰かと
59.3%

未回答
1.3%

小学生

未回答
1.4%

家族の
誰かと
57.6%

一人で
食べる
1.1%

家族の
皆で
39.9%

食べな
い
0%

高校生

未回答
1.6%

家族の
誰かと
55.6%

一人で
食べる
8.4%

家族の
皆で
34.2%

食べな
い
0.3%



午後１１時以降に寝る小学生は３割

　小学生の３０．０％が午後１１時以降に寝ており、中学生の

２７．７％は深夜１２時以降に寝ている。高校生になると、

５５．９％が深夜１２時以降に寝ている。

Q： お子さんは平日、何時に寝ますか。（1つ選択）

※小数点以下第2位を四捨五入したため、合計が100と一致しない場合がある。

子どもは何時に寝ますか？

中学生

午後9時
前
0.8%

未回答
0.4%

午後9時
台
1.7%

深夜12時
台

24.5%

午後10時
台

20.5%

午後11時
台

49.0%

午前1時
以降
3.2%

高校生

午後9時前
0.1%未回答

0.4%
午後9時台

0.3%

深夜12時
台

42.0%

午後10時
台
6.6%

午後11時
台

36.7%

午前1時以
降

13.9%

小学生

午後9時前
2.2%

未回答
0.6%

午後9時台
20.8%

深夜12時
台
2.5%

午後10時
台

46.3%

午後11時
台

26.4%

午前1時以
降
1.1%



学習塾に行っている中学生は約６割

　小学生の４０．７％、中学生の６４．０％が学習塾に行っている。

高校生は「行っていない」が７１．６％となっている。

　費用は、小学生、中学生、高校生となるにつれて、増加する傾向

にある。

Q： お子さんは学習塾(家庭教師を含む。ピアノ・英会話などの習い事は除く）に

行っていますか。（１つ選択）

Q： その費用は合計で月どのくらいですか。

※小数点以下第2位を四捨五入したため、合計が100と一致しない場合がある。

学習塾に行っていますか？

中学生

5万円以
上
5.9%

未記入
3.2%

4～5万
円未満
2.1%

1～2万
円未満
20.0%

2～3万
円未満
40.3%

1万円未
満
3.2%

3～4万
円未満
25.3%

高校生

3～4万
円未満
27.2%

1万円未
満
4.7%

2～3万
円未満
24.3%

1～2万
円未満
17.8%

4～5万
円未満
3.6%

未記入
6.5%

5万円以
上

16.0%

中学生

行って
いない
31.6%

未回答
4.3%

行って
いる
64.0%

小学生

行って
いない
53.1%

未回答
6.2%

行って
いる
40.7%

高校生

行っ
てい
ない
71.6%

未回
答
4.0%

行っ
てい
る

24.4%

小学生

3～4万
円未満
9.7%

1万円
未満
15.9%

2～3万
円未満
11.7% 1～2万

円未満
49.0%

4～5万
円未満
0.7%

未記入
4.1%

5万円以
上
9.0%



習い事をしている小学生は約６割

　小学生の６３．２％は習い事に行っているが、中学生、高校生と

なるにつれて、「行っている」が減少している。

　費用は、小学生はおよそ半数が１万円未満、中学生、高校生は約

６割が１万円未満となっている。

Q： お子さんは習い事（ピアノ、英会話、スポーツ、そろばんなど）に行っていますか。

（１つ選択）

Q： その費用は合計で月どのくらいですか。

※小数点以下第2位を四捨五入したため、合計が100と一致しない場合がある。

習い事はしていますか？

中学生

2～3万
円
8.0%

5千円未
満

21.9%

1～2万
円未満
28.9%

5千～1
万円未
満

39.3%

3万円以
上
1.5%

未記入
0.5%

中学生

行って
いる
37.9%

未回答
8.3%

行って
いない
53.9%

小学生

行って
いる
63.2%

未回答
5.3%

行って
いない
31.5%

高校生

行って
いる
19.8%

未回答
7.4%

行って
いない
72.9%

小学生

未記入
3.1%

3万円
以上
4.0%

5千～1
万円未
満

34.2%

1～2万
円未満
35.6%

5千円
未満
14.2%

2～3万
円未満
8.9%

高校生

未記入
3.6%

3万円以
上
4.4%

5千～1
万円未
満

39.4%

1～2万
円未満
27.7%

5千円未
満

18.2%

2～3万
円未満
6.6%



子育て費用を負担に思う保護者は６割以上

　小学生、中学生、高校生の保護者とも、６割以上が「大変負担に

思う」「やや負担に思う」と思っている。１番負担に思う費用は、

「教育費」が最も多く、また、小学生、中学生、高校生となるにつ

れて、その割合が高くなっている。

Q： 子育て費用を大変負担に思いますか。（１つ選択）

Q： （「大変負担に思う」「やや負担に思う」と答えた方に対して）

１番負担に思う費用はどの費用ですか。（１つ選択）

※小数点以下第2位を四捨五入したため、合計が100と一致しない場合がある。

子育てにはお金がかかりますか？

中学生の保護者

医療費
4.8%

被服費
5.1%

食費
6.2%

教育費
75.9%

習い事費
用
4.2%

未回答
3.7%

高校生の保護者

医療費
1.0%

被服費
4.8%

おもちゃ、
本代
0.6%食費

3.5%

教育費
78.6%

習い事費
用
4.4%

未回答
7.1%

小学生の保護者
未回
答
1.1%

やや
負担
に思う
46.6%

それほ
ど負担
に思わ
ない
24.7%

大変
負担
に思う
18.3%

負担
に思
わな
い
9.3%

中学生の保護者
未回
答
1.1%

やや
負担
に思う
44.4%

それほ
ど負担
に思わ
ない
23.2%

大変
負担
に思う
22.0%

負担
に思
わな
い
9.2%

高校生の保護者
未回
答
1.6%

やや
負担
に思う
40.4%

それほ
ど負担
に思わ
ない
19.9%

大変
負担
に思う
29.1%

負担
に思
わな
い
8.9%

小学生の保護者

未回答
2.6%

習い事費
用

19.5%

教育費
50.2%

食費
10.8%

おも
ちゃ、本

代
0.4%

被服費
7.8%

医療費
8.7%



「子どもに信頼されている」と思っている保護者は約８割

　男性保護者より女性保護者のほうが、「子どもの仲のいい友達の

名前はほとんど知っている」と思っている。

　８割以上の保護者が、「子どもの好きなことをよくわかっている」

「子どもに信頼されている」と思っている。

Q： 子どもとの関係について、あなたはどのように思いますか。

※「そう思う」「大体そう思う」の合計

子どもとの関係は？

80.2

53.1

82.6

84.1

76.2

91.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

子どもに信頼されている

子どもの仲のいい友達の
名前はほとんど知っている

子どもの好きなことを
よくわかっている

（％）

女性保護者

男性保護者



「育児によって自分が成長している」と感じる保護者は約８割

　「育児によって自分が成長していると感じられた」と思ったこと

がある保護者が８割を超えている一方、「ついついこどもにあた

ってしまった」保護者が半数以上、「育児から解放されたい」保護

者が４割近くとなっている。

Q： お子さんに関するこれまでの子育ての中で、次のようなことを感じたり、

思ったりしたことはありますか。

※「あてはまる」「どちらかというとあてはまる」の合計

子育ては大変ですか？

35.1

45.6

53.6

44.5

37.3

41.7

61.0

57.8

82.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

子どものことで、どうしたらよいかわからなくなった

子どもをついたたいてしまうことがあった

ついついこどもにあたってしまった

毎日毎日、同じことの繰り返ししかしていないと思う

育児から解放されたいと思った

子どもから離れて、やりたいことができた

子育て以外になにかやらなければ、と思った

自分は子どもをうまく育てていると思った

育児によって自分が成長していると感じられた

（％）



地域の人が子どもへの声かけをすべきと思う保護者は約９割

　「地域の人々がふだんから意識的に子どもへの声かけ、注意を」

したり、登下校時の安全確保のために「地域の人々がもっと学校に

協力」したりするなど、学校と地域とのより深いかかわりを必要と

感じている保護者が多い。

Q： 学校と地域社会とのかかわり方についてあなたはどう思われますか。

※「そう思う」「どちらかというとそう思う」の合計

学校と地域との関係をどう思いますか？

49.8

59.0

68.7

75.4

87.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

地域の有志の方も、学校のクラブ活動・
部活動に責任を持つようにすべきである

学校の先生は、授業・学習指導
以外のことで忙しすぎる

地域の企業・商店などは、子どもの職業・
社会体験の場を増やすために、学校に

もっと協力すべきだ

子どもの登下校時の安全確保のため、保護者だ
けでなく地域の人々がもっと学校に協力すべきだ

子どもの問題行動に対して、地域の人々がふだん
から意識的に子どもへの声かけ、注意をすべきだ

（％）



「雇用・労働時間などの制度の充実」が１位

　「子育てと仕事を両立しやすい雇用・労働時間などの制度を充実

する」が最も多く、次いで「子育てしやすい企業風土をつくる」「子

育て中の従業員を給与面で支援する」が多い。

Q： 子育て支援に関する企業の取組みについて、あなたが特に期待するものは

何ですか。（3つまでの複数回答）

企業にしてほしいことは何ですか？

2.7

1.4

0.7

19.1

23.1

26.0

42.4

47.6

73.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

わからない

その他

企業としては子育て支援に取り組む必要はない

子育てや子どもの視点に立った
商品・サービスの提供に努める

施設開放や寄付など、地域での
子育て支援活動を援助する

子育て家庭への値引き・優遇
サービスを実施する

子育て中の従業員を給与面で支援する
（企業独自の育児休業手当の上乗せ支給

や扶養手当の増額など）

子育てしやすい企業風土をつくる

子育てと仕事を両立しやすい雇用・労働
時間などの制度を充実する

（％）



子どもがいじめを受けたことがあると考える保護者は約３割

　保護者の３１．３％が、子どもが「他人からひどく叩かれたり、

言葉や態度でひどく傷つけられたりするなどいじめを受けたことが

ある」と答えている。一方、１１．４％の保護者が「わからない」と

答えている。

Q： お子さんが他人からひどく叩かれたり、言葉や態度でひどく傷つけられたりする

などいじめを受けたことがあると思いますか。（１つ選択）

※小数点以下第2位を四捨五入したため、合計が100と一致しない場合がある。

お子さんはいじめを受けたことがありますか？

ない
55.2%

ときどきある
27.6%

よくある
3.7%

未回答
2.1%

わからない
11.4%



保護者は「家庭の事情を心配せず進学できること」が１位

　「家庭の（経済）事情を心配せずに、行きたい高校・大学・専門学

校へ進学できること」が最も多く、次いで「暴力やことば、態度で傷

つけられないこと」「学校でわかりやすく教えてもらい、理解できる

ペースで学ぶこと」が多い。

Q： 子どもにとって、とくに今、満たされていない、守られていないと思うことは何ですか。

（複数回答）

守られていない子どもの権利は何ですか？

2.0

4.9

8.0

10.4

11.3

15.5

17.4

18.3

19.2

19.4

28.4

31.6

36.8

42.1

44.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

その他

自由にグループをつくり、集まれること

自分の秘密にしておきたいものを、かってに
のぞかれたり、さわられたりしないこと

男の子と女の子の違いで差別されないこと

転勤や経済・家庭的事情などがあっても、
両親・兄弟と一緒に暮らせること

出身国・はだの色の違いや障害のあるなしで
差別されないこと

子どもの意見を尊重して、学校が運営され、
校則の決定がおこなわれること

やりたいスポーツ、音楽・美術、趣味に
取り組めること

考えや信じることの自由が守られ、
自分らしく考えを育むことができること

ほっとできる自分の居場所があること

子どもらしく休んだり、自由に遊んだりすること

自分の意見をきちんと言えること

学校でわかりやすく教えてもらい、
理解できるペースで学ぶこと

暴力やことば、態度で傷つけられないこと

家庭の（経済）事情を心配せずに、行きたい
高校・大学・専門学校へ進学できること

（％）



条約を全く知らない保護者は約３割

　子ども（児童）の権利条約について「自分で条約文を読んだことが

ある」保護者が７．５％、「どんなものか、少し知っている」保護者

が２５．９％となっている一方、「ぜんぜん知らない」保護者も

２８．１％となっている。

Q： 子ども（児童）の権利条約について知っていますか。（１つ選択）

※小数点以下第2位を四捨五入したため、合計が100と一致しない場合がある。

子どもの権利条約を知っていますか？

どんなものか、少
し知っている

25.9%

名前だけはどこか
で聞いたことがあ

る
35.6%

ぜんぜん知らない
28.1%

自分で条約文を読
んだことがある

7.5%

未回答
2.9%


